
●  ウクライナ情勢に端を発した世界的インフレ
●  国内畜産農家数の減少

●  資源価格の高騰（穀物価格、原油価格など）
●  世界的な感染症拡大による消費志向の変化

Chapter 1   ｜  価値創造ストーリー

価値創造プロセス

外部環境

Vision2030
たんぱく質を、
もっと自由に。

資本の活用

企業理念

「食べる喜び」
の実現へ

●  日本の少子高齢化による食需要の変化
●  世界の人口増加による食糧需給バランスの変化

●  貿易協定の発効などによる他社との競争激化
●  気候変動、水リスクなどによる環境問題のリスク

●  食の安全性のリスク
●  ライフスタイルの変化による食の多様化

●  働き方を見直す機運の高まり

1. 安全・安心、安定供給を支える
　調達・生産網
2. お客様視点の商品開発
3. 全国へ広がる営業物流網
4. 高いシェアに裏付けされた
　供給力と高い加工技術力
5. 品質No.1経営を実現する品質保証体制

事業活動

社会課題解決 （マテリアリティ）

サステナ
ビリティ

事業セグメント

最適な事業構成の
追求

●  たんぱく質の安定調達・供給
●  食の多様化と健康への対応
●  持続可能な地球環境への貢献
●  食やスポーツを通じた
　地域・社会との共創共栄
●  従業員の成長と多様性の尊重

コーポレート・ガバナンス
セグメント情報

サステナビリティ・マネジメント

コーポレート・ガバナンス

加工事業本部

食肉事業本部

海外事業本部

ボールパーク・その他事業

多様な
たんぱく質の
創出

持続可能な
たんぱく質の
供給

経営品質の
向上

●  構造改革
●  外部共創

全社視点で経営を一本化

社会課題の解決 

＝「社会価値」の向上

新たな強み・価値の獲得 

＝「事業価値」の向上

「生命の恵みを大切にする」という創業以来持ち続けてきた意志

を起点に、外部環境の変化に対応する資本構成と80年以上に

わたり培ってきた競争優位性を活かして事業活動を推進し、

「事業価値」と「社会価値」の向上を図ります。

今後さらに「たんぱく質の可能性」を広げ、ビジョンと企業理念の

実現を目指していきます。

いのち

生命の恵みを
大切にする

いのち
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企業理念とVision2030

たんぱく質と
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資本活用

マテリアリティの進捗　
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財務資本

製造資本

人的資本

社会関係
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自然資本
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